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■2019 年 2 月 25 日（月）岡山市上之町商店街 
 
１．本調査の趣旨 












（鳥越） 実はこのビルが昭和 36 年にできたビルなのです。当時、昭和 29 年に土地区画
整理法が成立し、それでいわゆる市街地再開発事業という形で我々上之町の商店街が初め
て不燃化ビルというものをつくりました。この商店街の中に 3 つビルがありましたが、こ
のビルだけは 3 階、4 階がテナントで、もちろん先ほど通ってきた通路は共有部分で、どち
らかというと商業ビル的な要素を持っていました。ただ、向かいにある 2 つは、共益部分が
一切なく、見ていただければわかりますが、完璧な土地の所有区分です。それが昭和 36 年
ごろに完成しました。当時、私は 4 歳でした。 













































































（鳥越） やっているところもあります。中之町はセットバックしたところは 2 箇所ぐら
いあります。 
 

































































































した。このビルは 1、2 階は下の人間が持っていて、3、4 階は岡山県開発公社が持っていた




も入っていました。このビルは 1 階で商売している方は 1、2 階だけが所有で、3、4 階は岡






































































































（鳥越） もう終わりました。あれが平成 22 年度に終わったと思います。そして、平成 22
年度にアーケードの大改修をしたときに、地域商店街活性化法に上之町商店街は受かりま






































































































（石原） 1、3、5、6 と飛び番号なのはなぜでしょうか。 
 













（鳥越） そうですね、焦ってやって 10 年はかかると思います。 
 



































































































































































































































（石原） 向かいの 6号ビルは 3階建てでしょうか、4階建てでしょうか。 
 
（鳥越） 3 階建てです。 
 
（渡辺） その後、個人でもう 1階上に足したということはないんでしょうか。 
 








































































































































































































































































■2019 年 2 月 26 日（火）福山本通商店街 
 
１．自己紹介 






























 そして、6、7 年前にもう一度、アーケードのときにお邪魔しました。 
 
（木村） アーケードは何度も作り替えておりますから、たぶん、いま先生がおっしゃるの
が 1983 年、年表の左側の上のほうの昭和 58 年ぐらいにアーケードをやり替えております
ので、そのことだったでしょうか。 
 











証はないのですが、そのイメージとしては、2、3 軒、少なくとも数軒が 1 つの同じ建物に
なっている連棟で、3 階か 4 階ぐらいで、ひょっとすると 5、6 軒、あるいは 7、8 軒並んで
いることもあります。 
 
（木村） それは昭和ですから、ここの右側の表の 1966 年、昭和 41 年 12 月 15 日に福山













ざまなことをやっておった時代がありまして、それから 1959 年、昭和 35 年に本通のアー
ケードを改装したしますが、それまでのアーケードの天蓋を少しやり替えるような作業を
いたしました。 
 いちばん経済的な視点からの問題は 1966 年、昭和 41 年 11 月 4 日に日本鋼管（現 UFJ）
という製鉄所が進出し、ここで工業都市として大きく変貌していきます。それの法的な背景











 ただ、集まった組合員の 20 軒の皆さんはそれぞれ実力のある人たちで、ショッピングセ
ンター協同組合を作ったのですが、寄り合い所帯で、ピラミッド型の組織ができませんでし
た。商店主が集まっているので、皆さん 1 人 1 人が殿様ですから意見の集約ができません
でした。そういう組織体であったということと、ハード的に駐車場が確保できなかったとい
























 駅から 500 メートル東がこの通りで、駅から西というのは商業地ではなかったにも関わ


























































いうこともありましたが、ここから VS 関係がなくなりました。 
 結局、これでこういうような建物ができました。マンションの皆さんは 1 階からみんな
住居にするということだったのですが、これに大反対いたしまして、そうであれば我々で買
いますということで、組合でここの 1 階部分のここの場所を買いました。1 億 1,000 万の予




























という通りが 330 メートルあるのですが、それに引き続いて向こうへ 110 メートルの本通







実は、最盛期にはここには 100 店舗ほど店があったのですが、80 店舗になって、その当時





 経済的に言いますと、駅前地区が坪 1 万円から 1 万 5,000 円ぐらいの相場だったと思い
ますが、こちらはその半分の 8,000 円ぐらいと思っていたのですが、それでもなかなか難し
いということでした。先生、こういうことなんですが、いまごろの若い人、皆さんも若いで
すが、「私は 5 万円までしか払えないんです。5 万円のところはどこかありませんか」とき
ます。「面積は？」と聞くと、「それはどうでもいいんです。2 坪でも 20 坪でもいいので、
38 
 











 それで、それを最大活用し、20 店舗のうち 10 店舗ぐらいはそれでどんどん埋めていきま
した。そうしたら、少し大きなやる気のあるところもありますし、ちょっと趣味的な店をし
たいというところもありますし、さまざまですが、いま現在の問題は、モグラたたきの状態

























































て、「よし、買った」と言って、そこに 1 千万ほど投資しまして、2 年間でコミュニティハ
ウスをつくりました。 















































1 ヶ月ごとにイベントで食の祭典というのでやりましょうと、そして最後の 12 月に何をす
るかというときに、ある人が「家庭で作っているパンを売ってみたい」ということでやった
ところ、それがすごい人気で、1 年ほどそれを年 2 回ほどやっていたのですが、それはカウ






































 耐火建築というのはここにあった 1 棟だけでしょうか。 
 









































































































がキャスパという SC をつくり、その SC がダイエーの土地を買収したのですが、何にも使
い用がなく 10 年間そのままで、このたびそこの地域が再開発地域に指定されまして、ダイ
エーのところにはホテルができるべくダイエーの建物はなくなりました。 
 次はニチイと NHK です。NHK も福山に NHK の事務所を持つ必要がないと、よそに借
りたほうがいいということで、ニチイさんもこれから取り壊しが行われ、そこはマンション
になります。 
























































































































（木村） そうです。ですから、私が能宗さんと話をして、将来は胡町がとおり町 1 丁目、


































































 例えば 3 キロ、5 キロ、10 キロぐらい郊外に大きな団地がたくさんあるのですが、それ























































































（木村） 20 年代はそうだったかもしれませんが、25 年ぐらいからはどんどん建てていか
れたでしょう。でも、このあたりでいちばん古い建物というのは 30 年代だと思います。そ
れで、道路は拡幅しています。 
 先ほどの昭和 5 年の地図で面白いと思ったのは、商店が入れ替わっているんです。何と
か屋さんというのはいまはここにあるけれども、昔はこっち側にあったんだなというよう
に、ものすごく入れ替えをしています。それで、年寄りから聞きますと、恨み辛みもありま
す。 
 
（渡辺） 恨み辛みもあるのですか。 
 
（木村） あのときの戦災復興都市計画であの人は悪いことをしたとか、何とかとおっしゃ
います。 
 
（渡辺） その前までは代々続いていた土地なんでしょうか。 
 
（木村） そういうことだと思います。ですから、あのときに「うちは三尺削られた」とか、
「こっちを削られた」とかです。 
 
（石原） たぶん、区画整理が入ってやりますから、区画整理をやりますとどうしても小さ
くなります。 
 
（木村） それを恨むわけです。 
 
（石原） 昨日、実は岡山の大手町でそういうお話をお聞きしました。上之町のところで商
業施設がずいぶん建てまして、そのときずいぶん入れ替わっているんです。大きなお店が、
56 
 
木造のこんなのが鉄筋のビルになって価値が上がるんだから小さくなって当たり前だとい
うことで小さくなると、そして商売をやめた人はこっちのほうに替わってくるという感じ
で、ずいぶん、昨日お話をうかがった人も、向こうの小さいところからこっちの大きなとこ
ろへ引っ越してきたと言っていました。 
 
（木村） 去年、表町の南のほうの方で、青年部などの方がいらっしゃって、こういう座談
会をすることがありました。表町というと、そうとう憧れの的のようなところでしたが、い
まはどうでしょうか。駅前のイオンが大きいですし、天満屋さんもいまはちょっと元気があ
りません。知事になっておられますので。 
 皆さんのテーマに合ったことだったかどうかわかりませんが、そういうことです。 
 
［了］ 
 
 
 

























































































